
４－２ 紀の川環境保全対策



多自然型護岸工法
ＴＲＤ工法などの新技術を活用しながら、自然環境に配
慮した控え護岸工事を行っています。

施工前の状況

H12.3完

施工後の状況

施工中の状況

左岸5.8k付近



紀の川大堰下流ミティゲーション施設

ヨヨヨヨ
シシシシ 帯帯帯帯
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樹木の移植樹木の移植樹木の移植樹木の移植

紀の川

紀の川大堰左岸に干潟の保
全やタイワンヒライソモドキの
代替施設として現在整備中。

干潟の保全 ﾐﾃｨｹﾞｰｼｮﾝ施設状況



紀の川大堰の魚道

「アユのすくい「アユのすくい「アユのすくい「アユのすくいごごごごし」の様子し」の様子し」の様子し」の様子

紀の川大堰の魚道の概要紀の川大堰の魚道の概要紀の川大堰の魚道の概要紀の川大堰の魚道の概要

幅広い対象魚類を効率よく遡上させるこ幅広い対象魚類を効率よく遡上させるこ幅広い対象魚類を効率よく遡上させるこ幅広い対象魚類を効率よく遡上させるこ
とが可能なように、単一形式ではなく、とが可能なように、単一形式ではなく、とが可能なように、単一形式ではなく、とが可能なように、単一形式ではなく、
それぞれの特徴を組み合わせた３種類それぞれの特徴を組み合わせた３種類それぞれの特徴を組み合わせた３種類それぞれの特徴を組み合わせた３種類
の魚道を設置しています。の魚道を設置しています。の魚道を設置しています。の魚道を設置しています。
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ﾃﾞﾆｰﾙ付ﾊﾞｰﾁｶﾙｽﾛｯﾄ式魚道ﾃﾞﾆｰﾙ付ﾊﾞｰﾁｶﾙｽﾛｯﾄ式魚道ﾃﾞﾆｰﾙ付ﾊﾞｰﾁｶﾙｽﾛｯﾄ式魚道ﾃﾞﾆｰﾙ付ﾊﾞｰﾁｶﾙｽﾛｯﾄ式魚道 人工河川式魚道人工河川式魚道人工河川式魚道人工河川式魚道



植生移植

セイタカヨシセイタカヨシセイタカヨシセイタカヨシ

ヨシ・ヤナギヨシ・ヤナギヨシ・ヤナギヨシ・ヤナギ

オギオギオギオギ

河道掘削により影響を受ける

オギ、セイタカヨシを移植。(H13.3)
移植後（平成１３年１１月）

移植前（平成１０年３月）



佐野低水護岸

自然石を利用し水制工を設
けることにより、河岸の保護
だけでなく、水際によどみを
つくり変化させることにより、
多様な自然環境を創出して
います。



堆肥化 除草

完成

堆積･発酵

これまで除草後の刈草は焼却処分して
いましたが、刈草のリサイクルによる再利
用を目的に堆肥化を実施しています



４－３ 大滝ダム環境対策



水質対策
! ダム完成後、下流への放流を選択取水設備で冷濁水などの放流を
低減します。
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放流が可能）



自然環境（生物生息場所への配慮）
! クマタカの営巣期間中は工事の中止等を行い生態系に配慮しています。

! ダム完成後下流の魚類、底生動物等を考慮して、冷濁水の放流を制限
します。
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自然に配慮した環境づくり
! 間伐材は森林資源の有効利用につながり、将来は土に戻り自然の
リサイクルが出来ます。ダム工事で発生した岩ずりを利用し処分量
を減らすことが出来ます。

間伐材を利用した木製法枠間伐材を利用した木製法枠間伐材を利用した木製法枠間伐材を利用した木製法枠 公園の護岸に岩ずりを利用公園の護岸に岩ずりを利用公園の護岸に岩ずりを利用公園の護岸に岩ずりを利用

木製法枠木製法枠木製法枠木製法枠


